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たけのこ山は楽しいよ

斜面の筍掘りは難しい 力を合わせて筍掘り

ここで飲む牛乳の味は格別 竹で叩くと色々な音が

コースを変え登り方を変え、

くり返し坂を登る



春の光をあびて園庭で遊ぶ

虫が
動き出したよ

何か嬉しいこと
があったかな…



「沈黙」という表現

詩人・童話作家工藤直子さんのエッセイ集から。

まぶしいほどの夕日を眺めたときなど、私たちは

言葉を失います。「きれいね」とか「絵葉書みた

い」などという言葉では、いま感じているものをあ

らわせない。そういうときは、しばらく黙って、た

だただ夕日を浴びているのがいい。私は、この「沈

黙」というのも素晴らしい言語表現のひとつだと

思っています。そして、子どもたちは、おとなたち

よりも、この沈黙の感覚を味わうチカラがすぐれて

いると思います。……なにしろ我々おとなは、いそ

いで言語化するクセがついていますから。

『ライオンのしっぽ』（工藤直子大日本図書）より

言葉にしないと不安なのでしょう。ついつい口に

出てしまうものです。教育現場に目を移すと、しゃ

べるのは教師の仕事。しかし、しゃべりすぎは教師

の職業病とも言えます。「沈

黙を大切にする先生がいい先

生」なのでしょう。これまで

も、そしてこれからも。



Ｃｏｆｆｅｅ Ｂｒｅａｋ＿＿

ずいぶん昔の話です。大阪府の教員採用試
験を受けた際、技能試験の１つにピアノ演奏
がありました。小学校音楽教科書に載る「も
みじ」「ふじ山」など５曲が予め示されまし
た。ピアノを自由に使う環境になかった私は、
下宿の大家さん宅のピアノを借りて５曲の弾
き語りを練習しました。
臨んだ試験当日。私に課されたのは「ふじ
山」。鍵盤を見た瞬間、始めの「ソ」の位置
が分からなくなりました。「あの～すみませ
ん。ソの場所はどこですか」と試験官に聞き
ました。「ああ～ここ」の指差しを確認し演
奏開始。美声とはいえずとも音程もピアノ伴
奏もまずまずと自己採点。採点基準に〝鍵盤
の位置を確認する〟があったかどうか不明で
すが、かくしてピアノ実技試験は終了したの
です。
「鍵盤の位置を聞くとはおもろいやっちゃ。
合格にしとこか」なんて会話
が交わされたかどうか。大阪
府教育委員会のなんと寛容だ
ったことか。４３年前、吹田
市の小学校で教員生活がはじ
まりました。
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